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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

3.30

75.00

2.70

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

1年以内の
達成見込み

×

4,841

見込み・確定
の別

3,839 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
地域交流センターの
講座受講者数

人／年
度

3,203

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

6,289

計測時期

H26年4月

79.46

H25年4月

総合所見

地域交流センター（公民館）の講座
数の増加や事業拡充により受講者
数が増加した。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

児童センターの整備はされたが、指
標を計測する為のアンケート調査
対象者が無作為抽出の為、子育て
世代ではない人が回答している可
能性があり、効果がポイントに反映
されていない可能性がある。また、
計測時において地域交流センター
が完成していなかったため効果が
反映されていない可能性がある。

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

2.69

○

87.06

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

H25年6月

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

指標２ 子育て環境の満足度 ポイント 2.72 2.65

総合所見

その他の
数値指標１

生き生き学べる環境
の満足度

ポイント 2.96

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

計測時期

防災訓練、講演会の開催のほか、
地区防災マップを作成し全戸配布
したことにより防災に対する意識が
高まった。

指標３
災害（地震・風水害
等）に備え対策をして
いる世帯数

％ 61.54

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

各種講座の拡充が図られ、学ぶ環
境が向上した。

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H25年4月2.98

その他の
数値指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容

施設整備後において１事業追加しているが、今後、さらに事業の拡充を図り、地域の子
育てを支援する。

平成26年度において、親子で参加できる事業を新たに８事業計画し実施。
地域交流センターを中心に親子で参加できる事業の更
なる拡充を図る。

実施時期

平成27年度以降

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・地域交流センター（公民館）を中心に親子で参加できる事業の
充実を図った。（既存事業の拡充及び新たに１事業追加）
・児童センターを利用している保護者を対象に、指標２「子育て
環境の満足度」に関するアンケート調査を行い、事業効果を検
証した。

実施した結果

新たな講座の開設及び演奏会等の開催により、施
設整備前と比べて参加者数が約780人増加し、地
域交流及び世代間交流が活発に行われた。

・地域交流センター（公民館）を中心に各種事業を拡充した。
①新たに整備された工作室を利用したものづくりの一般講座を
２講座、成人学校を１講座新設。
②ホールを利用した演奏会等の開催回数を増やし、地域交流
や文化交流を推進。

実施した具体的な内容

・事業拡充、新設により、施設整備前と比べて子ど
も及び子育て世代の利用者数が約500人増加し
た。
・アンケート調査の結果、指標２「子育て環境の満
足度」が3.37ポイント、その他の数値指標である
「生き生き学べる環境の満足度」が3.62ポイントと
なり、調査対象者の6割以上が満足していると回答
していることから、事業効果が反映されたと考え
る。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域交流の活性化の持続

子育て環境の満足度

事後評価シート　添付様式5－③から転記


